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若
い
頃
、夜
桜
を
見
よ
う
と
松
前
城
を
訪
れ
た
が
、ま
っ

た
く
人
の
い
な
い
暗
闇
で
、
が
っ
か
り
し
た
思
い
出
が
あ

る
。
い
ま
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
桜
に
包
ま
れ
た
美
し

い
天
守
閣
を
眺
め
ら
れ
る
。
松
前
城
の
桜
は
江
戸
時
代
か

ら
植
樹
さ
れ
、
次
第
に
数
を
増
し
て
き
た
。
現
在
は
２
５

０
種
１
万
本
が
４
月
下
旬
か
ら
５
月
下
旬
ま
で
の
約
１
カ

月
間
咲
き
誇
る
。

　

松
前
藩
は
15
か
ら
16
世
紀
に
渡
島
半
島
南
部
に
勢
力
を

広
げ
た
蛎
崎
（
か
き
ざ
き
）
氏
が
豊
臣
秀
吉
や
徳
川
家
康

か
ら
蝦
夷
（
え
ぞ
）
地
支
配
と
交
易
を
公
認
さ
れ
、
江
戸

時
代
に
松
前
氏
と
改
名
し
て
松
前
藩
に
な
っ
た
。

　

北
海
道
の
太
平
洋
側
と
千
島
列
島
を
東
蝦
夷
、
日
本
海

側
を
西
蝦
夷
と
呼
ん
だ
。
18
世
紀
半
ば
に
な
る
と
帝
政
ロ

シ
ア
が
千
島
列
島
を
南
下
し
、
松
前
藩
も
１
７
５
４
年
、

ア
イ
ヌ
民
族
の
住
む
国
後
島
、
択
捉
島
、
ウ
ル
ッ
プ
島
を

管
轄
す
る
国
後
場
所
を
開
設
し
て
日
露
両
国
間
に
軋
み
が

高
ま
っ
て
い
く
。

　

１
７
８
９
年
、
東
蝦
夷
地
の
国
後
島
と
根
室
地
域
で
、

ア
イ
ヌ
が
過
酷
な
使
役
に
反
発
し
て
蜂
起
し
た
「
ク
ナ
シ

リ
・
メ
ナ
シ
の
戦
い
」
が
勃
発
す
る
。
反
乱
は
鎮
圧
さ
れ

る
が
、
ア
イ
ヌ
と
の
融
和
で
ロ
シ
ア
の
進
出
を
抑
え
、
蝦

夷
地
の
安
定
経
営
を
図
り
た
い
幕
府
は
１
７
９
９
年
、
東

蝦
夷
地
を
直
轄
地
に
し
、
１
８
０
７
年
に
は
西
蝦
夷
地
、

そ
の
２
年
後
に
は
樺
太
も
直
轄
領
に
し
て
東
北
諸
藩
に
北

方
整
備
を
命
じ
て
い
る
。

　

同
年
に
発
生
し
た
ロ
シ
ア
船
に
よ
る
エ
ト
ロ
フ
島
襲
撃

事
件
で
、
漁
場
の
番
人
小
頭
、
中
川
五
郎
次
ら
が
拉
致
さ

れ
、
シ
ベ
リ
ア
に
５
年
半
も
抑
留
さ
れ
た
。

　

日
露
間
の
緊
張
は
続
き
１
８
１
１
年
、
千
島
列
島
の
測

量
調
査
を
し
て
い
た
ロ
シ
ア
軍
艦
デ
ィ
ア
ナ
号
の
ゴ
ロ
ー

ニ
ン
艦
長
が
国
後
島
に
上
陸
し
た
と
こ
ろ
を
松
前
藩
の
役

人
が
捉
え
、
松
前
に
拘
留
し
た
。
一
方
、
デ
ィ
ア
ナ
号
副

艦
長
の
リ
コ
ル
ド
は
、
官
船
・
歓
世
丸
を
襲
い
、
高
田
屋

嘉
兵
衛
を
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
に
連
行
す
る
と
い
う
「
ゴ
ロ
ー

ニ
ン
事
件
」
が
発
生
す
る
。
嘉
兵
衛
の
尽
力
で
事
件
は
解

決
し
、
そ
の
と
き
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
さ
れ
て
い
た
五
郎
次

も
解
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

五
郎
次
は
１
８
１
２
年
、
送
還
さ
れ
る
途
上
、
天
然
痘

を
予
防
す
る
種
痘
を
解
説
し
た
医
学
書
を
手
に
入
れ
、
港

町
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
で
ロ
シ
ア
人
医
師
か
ら
種
痘
の
技
術
を

教
わ
り
帰
国
し
た
。
そ
の
後
、
五
郎
次
は
松
前
藩
の
足
軽

に
取
り
立
て
ら
れ
、
種
痘
を
行
う
機
会
は
な
か
っ
た
が
、

箱
館
（
函
館
）
で
天
然
痘
の
大
流
行
が
あ
り
、
日
本
で
初

め
て
牛
種
痘
に
挑
む
。
１
８
２
４
年
に
田
中
イ
ク
（
箱
館

の
豪
商
田
中
正
右
衛
門
の
母
）
が
11
歳
で
種
痘
を
受
け
と

い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
長
崎
か
ら
日
本
に
種
痘
が
入

る
25
年
も
前
の
こ
と
だ
。

　

五
郎
次
は
箱
館
の
医
師
白
鳥
雄
蔵
や
高
木
啓
策
、
松
前

藩
医
の
桜
井
小
膳
ら
に
種
痘
の
技
術
を
伝
え
、
津
軽
や
秋

田
な
ど
へ
も
種
痘
が
広
ま
っ
た
。

　

ゴ
ロ
ー
ニ
ン
事
件
の
解
決
で
日
露
関
係
は
落
ち
着
き
、

蝦
夷
地
は
松
前
藩
に
返
還
さ
れ
る
。
し
か
し
、
幕
府
は
松

前
藩
に
北
辺
警
備
を
担
わ
せ
、
１
８
４
９
年
に
は
築
城
を

命
じ
、
５
年
後
、
天
守
閣
が
そ
び
え
る
松
前
城
が
完
成
し

た
。
日
本
初
の
種
痘
を
行
っ
た
五
郎
次
が
80
歳
で
没
し
た

の
は
そ
の
６
年
前
だ
か
ら
城
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た

が
、
当
時
の
桜
は
い
ま
も
松
前
城
公
園
や
周
辺
の
寺
の
境

青 木 和 弘

渡島管内松前町

松前の桜と日本初の種痘

松前城の光善寺境内にある「血脈桜」。樹齢270年ほどとい
われる。美しい乙女の姿を借りた桜の精が住職の枕元に現れ、
死者が仏になれる「血脈」を授けたという伝説が残る
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内
で
見
事
に
咲
き
誇
っ
て
い
る
。

　

１
９
２
４
（
大
正
13
）
年
、種
痘
の
功
績
が
称
え
ら
れ
、

五
郎
次
に
従
五
位
が
贈
ら
れ
た
。
世
に
出
回
っ
て
い
る
肖

像
画
は
叙
勲
の
際
、
提
供
を
強
く
求
め
ら
れ
、
孫
娘
「
よ

し
」
の
婿
、
栄
吉
を
モ
デ
ル
に
描
い
た
も
の
だ
か
ら
「
ニ

セ
モ
ノ
」
だ
と
い
う
。

　

五
郎
次
の
墓
は
松
前
城
の
、
天
守
閣
の
近
く
の
法
源
寺

に
あ
る
。
日
露
の
軋
轢
の
中
、
日
本
人
に
種
痘
の
技
術
を

伝
受
し
た
ロ
シ
ア
人
医
師
が
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。

＊
中
川
五
郎
次
は
「
五
郎
治
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、

本
稿
で
は
弘
前
大
学
医
学
部
・
松
本
明
知
氏
の
「
本
邦
牛
種

痘
法
の
鼻
祖
中
川
五
郎
次
研
究
の
歩
み
（
上
）」（
日
本
医
学

雑
誌
第
53
巻
２
号
、
平
成
19
年
６
月
発
行
）
が
正
し
い
と
指

摘
し
た
「
五
郎
次
」
を
使
用
し
た
。

天守閣のある松前城が完成したのは1854（安政元）年、ペリー艦隊が浦和に来航した翌年になった。明治維新後、大
半は取り壊され、天守閣などは国宝として保存されたが1949年に焼失し1961年に再建されている

松
前
藩
屋
敷
が
観
光
施
設
と
し

て
松
前
城
の
近
く
に
設
置
さ
れ

て
い
る
。
江
戸
時
代
の
様
子
が

展
示
さ
れ
て
い
る

松
前
藩
屋
敷
で
は
再
現
さ
れ

た
街
並
み
を
散
策
で
き
る


